
Ⅰ．本園の教育目標

 ① 宗教教育

② モンテッソーリ教育

Ⅱ．本年度の重点的に取り組む目標・計画

　ひ

　か

　り 「相手の目を見てあいさつしよう！」

　の 「廊下を歩こう！」

　こ

次の具体的取組み内容について教職員の共通理解をはかり、日々の教育活動の中で適切な指導を行うと

ともに、保護者への発信とニーズの確認を行い、常に目標達成を目指し取り組む。

　・きちんと目を見て挨拶や活動ができるように環境を整える。

　・友だちと関わり、意志疎通や助け合いができる機会を日々の活動に多く持つ。

　・自分で考え、ルールを守り適切に行動できるよう習慣付ける。

　　　　　　

Ⅲ．評価項目の達成及び取組状況

評価の基準　　Ａ：十分達成できた　　　　　　Ｂ：おおむね達成している

　　　　　　　Ｃ：あまり達成できなかった　　Ｄ：ほとんど達成できなかった

自己評価 関係者評価

選び、自ら成し遂げていく力を付けられるよう援助する。

令和3年度（2021年度）自己評価結果公表シート

学校法人聖リゴリオ学園

すわせいぼ幼稚園

キリスト教的人間観（正義・愛・平和）に基づき優しい心、思いやりの心ある子どもに育てる。

モンテッソーリ教育を通し「自由」と「責任」の中で一人ひとりの子どもが自ら考え、自ら

　２．目標達成のための取組み計画

③ 集団生活

集団生活の中でお互いを認め合い、助け合う社会性を育てる。

④ 心、からだ

豊かな情操と創造力、行動力をもった逞しい心とからだを育てる。

　１．重点的に取り組むことが必要な目標

人を大切に

感謝し 2021年度年間目標

理解し合い

のびのび元気よく

心の強い子

　・神さまの愛を知り感謝の気持ちを分かち合う。

評　価　項　目 取   組   状   況

幼
稚
園
管
理
運
営

幼稚園の教育目標と重点目標の周知

・幼稚園の教育目標を具体的な言葉で表し、園が目指す幼児の姿
を明確にして保護者に周知している。

家庭、地域、関係機関への情報発信

・園から適切な情報を発信し、家庭や地域社会への幼稚園教育に
対する理解を深める取り組みをしている。

B A
・全職員で共通理解を図りながら、クラス、学年、園全体の教育
活動の充実を図っている。

危機管理体制の整備

・危機管理マニュアルの中で、各職員の役割を明確にし周知徹底
している。

B B
・避難訓練を計画的に実施し、緊急事態への備えを万全にしてい
る。

・園内での事故をなくすための工夫と努力が十分になされてい
る。

B B・参観や行事への参加は、安全に配慮し実施している。

・関係機関との連携が十分なされるよう努力している。



自己評価 関係者評価

Ⅳ．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

　　

Ⅴ．今後取り組むべき課題

Ⅵ．学校関係者の評価

　総合的に見ておおむね達成ができており、特に指摘するべき事項はなく妥当であると認められた。

　（その他のご意見）

・コミュニケーション丌足が生じている中での保護者の丌安や丌満は理解できる。更に努力してほしい。

・感染対策が万全に行われていることは評価できる。今後も継続をお願いしたい。

・この時期の子どもたちに必要なことを大切に、教職員が日々の指導にあたるよう期待する。

Ⅶ．財務状況

発達段階に則した適切な幼児の環境理
解

評　価　項　目 取   組   状   況

幼稚園と小学校との円滑な連携

・就学に向け、学校での教育内容や生活について情報を収集し、
適切かつ十分な指導を行っている。

B Ｂ
・配慮の必要な子どもについて、必要な情報を小学校と共有し十
分な連携が行われている。

・一人ひとりの子どもを大切にし、発達段階に応じた適切な指
導、援助を徹底している。

B B
・自主的、主体的に取り組めるよう、環境に十分配慮を行ってい
る。

・身近な自然や社会とかかわり、豊かな情操が育めるよう環境に
十分配慮している。

・環境問題への取組みを強化し、地域と連携した具体的活動を更に進める。

教員の資質向上、研究、研修の充実

・学園研修・園内研修に積極的に参加することにより、知識、技
術、技能の向上が図られている。

B A
・外部の研修会や研究会に積極的に参加することにより、知識、
技術、技能の向上が図られている。

・キリスト教精神に基づく奉仕と感謝の心で職員が協力して前向
きに日々の職務にあたり、子どもの良き手本となっている。

教
育
活
動

教育目標に基づいた教育計画の編成と
実施のための教職員の共通理解

・宗教教育の方針に沿い、教職員間の共通理解のもとに指導計画
が立てられている。

B Ｂ

・モンテッソーリ教育の分野・課程に沿い、教職員間の共通理解
のもとに指導計画が立てられている。

・クラス・学年の活動の中で、社会性を育むよう指導がなされて
いる。

・心をこめたあいさつができるよう、教職員が手本となり十分な
指導がなされいる。

・子どもの創造力や行動力を豊かに育むための指導を積極的に
行っている。

【総合評価】
新型コロナウイルスの影響により登園自粛や行事の中止・規模縮小を余儀なくされ、結果的に保護者や地域とのコ
ミュニケーションが丌足した点が評価内容に表れている。感染対策の徹底により園での感染拡大がなかった点は評
価されたが、行事のあり方や保護者・地域との連携について、よりきめ細かな取組みが必要とされている。園の教
育目標に基づく日々の活動の積み重ねで子どもたちに「挨拶」「思いやり」「自主性」等の点で成長が見られると
評価される一方で、保護者や地域への目標の周知には課題が残った。総合的にはおおむね達成と評価された。

B

・コミュニケーションツールの充実により、コロナ禍での学びの保障、保護者への発信を充実させる。

・保護者の願いに寄り添いながら適切な安全対策・感染対策の下で実施できるよう園行事を見直す。

・周囲の環境変化における駐車場の減尐が課題となっているため、園児の安全・保護者の利便性を確保する。

・教育の質の向上のため、教職員の学習機会の計画的な実施を通して具体的成果に繋げていく。

・認定こども園として保護者ニーズを適切に把握し、子育て支援体制を強化する。

・教職員が率先してあいさつや環境整備を行っていることを評価する。今後も続けてほしい。

・SDGsの活動は子どもの心の成長がみられ、今後も続けてほしい。



　公認会計士監査により、適正であると認められている


